
寅さん歩 その 19     

バーチャルウォークで 

東海道を歩くー4 

                            平野 武宏 

 「バーチャルウォークで東海道を歩く」は前回、庄野宿から土山宿まで歩きま

した。今回は水口宿から京都・三条大橋まで東海道五十三次の最終コースを歩

きます。各宿場は歌川広重の浮世絵や写真（いずれも無料画像）、宿場の話題な

どを紹介します。各宿場については八柳さんからいただいた「完全東海道五十

三次ガイド（東海道ネットワークの会）」を参考にしています。 

 

［水口宿］ 

2024 年 1 月 10 日水口宿（滋賀県甲賀市）（江戸から 440ｋｍ）に到着しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水口は 1585 年（天正 13 年）に築かれた水口岡山城の城下町です。関ケ原の戦

いの後に落城、1634 年（寛永 11 年）徳川家光が上洛の際の居城館として新た

に水口城が築かれ、その城下町として栄えました。 

写真上は「水口 名物瓢箪」です。水口名物の瓢箪作りの様子を描いています。 

ひょうたんの原料であるうり科のユウガオの実を運び、切って、干す作業を 3人

の女の動作で表現しています。 

 



［石部宿］ 

2024 年１月 13 日石部宿（滋賀県湖南市）（江戸から 454ｋｍ）に到着しました。 

「京たち石部泊まり」といわれ、京を発った旅人の一泊目が、石部で宿駅として

賑わりました。金山があって、堅実な人物のたとえに言われる「石部の金吉」も

ここから出ているとのこと。 

 

写真左は「石部 目川ノ里」 

です。目川石部と草津の間       

にある里です。田楽が名物 

で「いせや」という店は実在 

していました。京都に近づ 

くに従い、特徴的な風景よ 

り、その土地の名物を描く 

ことが多くなります。 

 

 

［草津宿］ 

2024 年１月 16 日草津宿（滋賀県草津市）（江戸から 466ｋｍ）に到着しました。 

草津宿は東海道と中山道の分岐点、琵琶湖の湖南の要衝として栄えました。 

 

写真左は「草津名物立場」 

です。草津は東海道と中 

山道の合流点で交通の要 

衝でした。草津名物の「う 

ばがもち」の茶屋の活気 

ある店内と、通りを行き 

交う旅人らを描くことに 

より、草津の町の賑わい 

を感じます。 

 

写真下は草津宿名物うまいもの「うばがもち」です。信長に滅ぼされた佐々木義

賢から、その曽孫を託された乳母、福井その は郷の草津に身を潜めていました

が、養育費を捻出するため餅をつくって街道筋で売ったのがその名の由来です。 

中の餅がたいへん柔らかく、まわりの餡はさらりとした甘さです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

［大津宿］ 

2024 年 1 月 19 日大津宿（滋賀県大津市）（江戸から 480ｋｍ）に到着しました。 

琵琶湖の南端にある大津は、京都を目前に北国街道と交わるほか、湖上交通の 

発着点である交通の要衝です。 

 

                 写真左は「大津 走井茶屋」 

                       です。大津名物 走井餅の 

                       店です。走井の由来となっ 

た井戸から水が湧き出てい 

ます。荷車に満載の米俵は 

大消費地京都が近くなった 

ことを暗示しています。 

 

 

名物のうまいものは沢山あります。まずは走井餅（写真下左）で江戸時代、旅人

が峠の途中でのどを潤した「走り井」の名水で 1764 年（明和年間）に走井一郎

右衛門が作ったのが始まりの餅です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



写真上右は力餅です。比叡山延暦寺で力自慢だった弁慶にちなみ、江戸時代から

続く餅です。ひきたてのきな粉の香ばしさが味わえます。 

 

写真下は鮒寿司で 1500 年前から伝わるといわれる鮒のなれ寿司は、独特の強烈

なにおいで知られますが、最近は製法や保存方法の工夫で、臭みはかつてほどで

はありません。 

 

 

 

 

         

 

 

［京都・三条大橋］ 

2024 年 1 月 26 日東海道五十三次のゴールの京都・三条大橋（京都市東山区）（江

戸から 492km）に到着しました。毎日の散歩の距離を進む、バーチャルウォーク

なので累計歩行日数は 147 日で、一日あたりの歩行距離は約 3.3km でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上左は歌川広重の浮世絵「京都 三条大橋」で三条大橋とゴールの京都の町

並みを描いています。京都を代表する清水寺や八坂の五重塔が見えます。遠景に

東山、その先に比叡山を望みます。実際の比叡山の位置はもっと左ですが、広重

は京都の代表するものを絵の中心部にまとめる工夫をしています。 



橋上の人々は京都ならではの風情を感じさせます。三条大橋は 1580 年（天正 18

年）豊臣秀吉によって完成したといわれます。写真上右は現在の三条大橋です。

コンクリート製ですが、欄干の擬宝珠は往時のままだそうです。 

 

写真下はバーチャルウォーク東海道のシートです。ＨＰのＹＲ・四季の道の 

バーチャルウォークコーナーから印刷して使います。 

毎日の歩いた距離を 2km 単位のマスを埋めて進んで行くゲーム並みの楽しみが

あります。最後の完歩スタンプは自前のスタンプを使用して自分で自分を褒め

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都からの帰り道は「バーチャルウォークで中山道を歩く」とします、江戸に

向かって中山道の東下りで、初めて歩くコースです。 

 

平野 寅次郎 拝 

     


